
i ツマタのトキたちがえたサレツクと，

それにたし、するホルモンのキキメ

Ryookiti TOD.A: Time of collecting cuttings of Edgworthia 

ραρ'yrifera and the effect of phytohormone treatment. 
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トダ介 リョウキチ

ミツマタ，とりわけふつうにサイパイされるシズオカ シユは，タネで、ふやすのがフツウだ

が，ヒンシユカイリヨウをかんがえると，ます=よいカフザをみつけてカラグで、ふやすのがハヤミ

チだとゐもわれる。そのためには，サシキについて，いろいろのコトガラをしらなければなら

ない。

プンケンのウヱでは， ミツマタは，ややっきにくいシユルイりにいれられているが，かなら

歩しもそうとはいいきれない。そとでワレワレは p ハルザシのとき，いっさしつければよい

かをカプごとにしらべ，また， α ナフタレン サクサンがきくかどうかをしらべた。

リンギョウーシケンジヨウ，メグロ ナヱハタのソパにうえらオしているものから 3 カプをえ

らぴ，かりに A， B , C となづけてオヤギとした。 2 ガツ 8 ニチから 4 ガツ 26 ユチまで，だ

いたい 2 シユウカンゐきに， オヤギのソレゾレから 30 ポンづっのサシホ(ナガサ喜子よそ 12

cm，フトサ 4--6mm) をとり， αナブグレン サクサンニカリの 0.04 ， 0.02% ミズニヨウエ

キと p クラベとしてただのミズに， 10 ポンづっ 20 ジカン，ネモトをひたし， アカツチをい

れたハコにさしつけて，カ♂ラスーツに沿いた。ハコは，サシツケのヒヅケごとにヒトツづっつ

かい，サシホのナラベカタは，ランスウヒョウをつかってパラパラにした。ガラスシツは，ヒ

ルマはあけはなされてあった。

6 ガツ 11 ニチから 19 ニチまでのアイダi乙， はやくさしつけたものからジユンにほりあ

げ，ネのでプこサシホのカズと，サシホのソレゾレからでたネのカズとをしらべた。そのケツカ

はまとめてズ 1 にしめす。

サシツケのトキのヱイキヨウと， オヤギのソレゾレによるヂガイはきわめてあきらカリと

で7ヒ。すなわち，サシツケのトキとしては， 3 ガツのハジメがいちばんよく， 4 ガツにはいる

といちじるしくわるい。ホルモン シヨリはオヤギによってキキカタがちがい，また，はやい

トキにならばきくのではないかとたもわれる。ゼンタイとしてみると p ホルモンはネヅキ プ

アイをあげるととにキキメをみせていないが，ねづいたサシホのネのカズをふやナのにはやく

だっている。

とのシゴトは p イシカワヒロタカ，テラダマサオゐふたりのテグスケによってゐとなわれ

た。あっくオレイをもたしあげる。
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ズ 1 ミツマタのトキをちがえたサシツケと，ホルモンのキキメ

Time of coll巴cting cuttings of Edgworthia and th巴 effect of phytohormone treatment. 

ブンケン

1) 柳田由蔵 (1923) 潤葉樹挿木試験林試イ報 (11) : 1~29 ， 

R駸wn� 

As a preparatory work for Edgworthia breeding, time of collecting cuttings 

and effect of phytohormone treatment were examined. 

Three plants were selected as mother stocks and six collections were made 

during the period from Feb. 8 to April 26. Ten cuttings from each mother stock 

and collection were soaked for 20 hours in water solution of potassiwn α

naphthaleneacetate in concentration of 0 , 04, 0.02% and in water contro l, 

respectively. 

Cuttings were removed from the mediwn and examined in mid-]une. The 

results are shown in Fig. 1. 

Best rooting was obtained from the collection of ear1y March, but the 

collection of Apr�1 showed very poor results. Effect of hormone treatment 

varied according to the individua1ity of the mother stocks and the time of colｭ

lection. In total, hormone did not increase the yield of rooted cuttings, but it 

served much to increase the nwnber of roots per rooted cuttings. 


